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同
一
昭
和
三
十
五
年
最
後
の
第
四
回
定
例
町
議
会
は
、
既
報
の
と
お
り
十
二
月
十
九
日
か
ら
会
期
四
日
を
も
っ
て
関
か
れ
、
第
二
回
一
円

一
一
お
よ
び
第
三
回
定
例
町
議
会
か
ら
継
続
審
査
中
の
町
道
路
線
の
廃
止
、
認
定
、
我
孫
子
町
議
設
置
条
例
の
一
部
改
正
、
町
議
会
一
一

一
一
議
員
の
定
数
含
減
少
す
る
条
例
お
よ
び
昭
和
三
十
四
年
度
各
種
会
計
決
算
認
定
な
ど
十
一
件
と
、
今
次
定
例
町
議
会
提
出
の
我
一
一

一
一
孫
子
町
青
少
年
問
題
協
議
会
に
関
ず
る
条
例
な
ど
十
五
件
、
合
計
二
十
六
件
に
つ
き
慎
重
審
議
し
た
結
果
原
案
可
決
十
二
件
、
一
一

一
一
修
正
可
決
一
件
、
否
決
一
件
、
認
定
七
件
、
保
択
二
件
、
不
採
択
一
件
、
さ
ら
に
二
件
を
継
続
審
査
に
付
す
る
と
と
も
に
各
常
一
一

一
一
任
委
員
会
委
員
の
所
属
変
更
お
よ
び
ζ
れ
に
と
も
な
う
正
副
委
員
長
の
改
選
を
行
な
っ
て
、
十
二
月
二
十
二
日
間
附
会
し
ま
し
た
一
一

一
一
以
下
、
と
れ
ら
誇
案
件
の
内
容
と
審
議
結
果
の
あ
ら
ま
し
を
ど
報
告
い
た
し
ま
す
Q

一日

ゆ

町

道

路

線

の

廃

止

が

予

想

さ

れ

る

の

で

、

減

少

し

近

年

、

全

国

的

に

土

地

価

格

の

で

、

給

与

月

額

の

一

・

九

五

(
原
案
可
決
〉
な
く
と
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
が
高
騰
し
、
東
京
都
近
郊
の
本
カ
月
分
に
一
人
三
千
円
を
加
え

第
二
回
定
例
議
会
か
ら
継
続
と
い
う
こ
と
で
否
決
さ
れ
ま
し
町
に
お
い
て
は
若
し
い
も
の
が
て
支
給
す
る
こ
と
に
改
め
た
。

審

査

中

の

案

件

で

、

次

に

述

べ

た

。

あ

り

、

ま

た

土

地

に

対

す

る

認

A
V
我
孫
子
町
青
少
年
問
題
協

る
新
設
道
路
認
定
に
よ
り
、
我

φ
我
孫
子
町
課
設
置
議
例
の
議
、
関
心
等
も
相
当
高
ま
っ
て
議
会
に
関
す
る
条
例

孫
子
一

O
五
号
線
、
向
一

O
六

一

部

改

正

(

原

案

可

決

)

き

て

い

る

の

で

、

か

か

る

現

状

(

原

案

可

決

)

号
線
、
同
一

O
七
号
線
が
不
用
第
三
回
定
例
議
会
か
ら
継
続
を
観
察
し
て
次
の
と
お
り
改
正
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
は
近

と
な
っ
た
た
め
溌
J

正

し

た

も

の

審

査

中

の

案

件

で

、

都

市

計

函

を

行

な

い

ま

し

た

。

時

、

種

々

論

議

と

対

策

が

議

ぜ

で
す
。
と
の
三
線
の
実
延
長
は
課
を
増
設
す
る
も
の
で
す
。
付
財
産
の
取
得
又
は
処
分
及
び
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お

一
七
一
一
メ
ー
ト
ル
で
、
恋
積
は
③
昭
和
三
十
閥
年
度
諸
会
計
営
造
物
の
設
置
又
は
処
分
で
、
い
て
も
、
青
少
年
問
題
協
議
会

二

一

一

二

・

四

九

坪

で

す

。

決

算

認

定

に

つ

い

て

町

議

会

の

過

半

数

議

決

を

得

な

設

霞

法

に

基

い

た

我

孫

子

町

脊

③

町

道

絡

の

認

定

〈

認

定

)

け

れ

ば

な

ら

な

い

事

項

の

う

ち

少

年

問

題

協

議

会

を

設

置

し

、

(

原

案

可

決

)

第

三

回

定

例

議

会

か

ら

継

続

三

図

地

千

坪

以

上

の

土

地

」

青

少

年

に

関

す

る

綜

合

的

施

策

本
案
も
第
二
図
定
例
議
会
か
審
査
中
の
も
の
で
、
昭
和
三
十
と
あ
る
を
「
一
団
地
二
百
坪
以
を
た
て
、
青
少
年
の
健
全
な
る

ら
継
続
審
査
中
の
も
の
で
、
新
四
年
度
の
一
般
会
計
、
公
益
質
上
の
土
地
」
と
改
め
た
。
指
導
、
保
護
、
育
成
、
お
よ
び

設
道
路
お
よ
び
天
子
山
参
道
を
屋
特
別
会
計
、
清
掃
事
業
特
別

ω財
産
又
は
営
造
物
の
独
占
的
き
ょ
う
正
の
効
果
的
推
進
を
期

負
担
附
寄
附
受
入
れ
配
し
た
た
会
計
、
都
市
計
画
事
業
特
別
会
な
利
益
を
与
え
る
よ
う
な
処
分
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

め
、
と
れ
ら
を
町
道
路
線
に
認
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
又
は
十
年
を
超
え
る
期
間
に
わ
協
議
会
は
、
会
長
お
よ
び
委

定
し
た
も
の
で
す
。
認
定
し
た
お
よ
び
町
営
住
宅
建
設
事
業
特
た
る
独
占
的
な
使
用
の
許
可
で
員
十
五
人
以
内
で
組
織
し
、
会

路
線
数
は
五
線
で
、
乙
の
五
線
別
会
計
な
ら
び
に
古
屋
簡
易
水
議
会
に
お
い
て
出
席
議
員
の
三
長
に
は
町
長
が
な
る
。
委
員
は

の
実
延
長
は
六
一
三
メ
ー
ト
ル
道
事
業
特
別
会
計
決
算
は
、
意
分
の
二
以
上
の
者
の
同
意
を
得
町
議
会
議
員
、
助
役
、
青
少
年

面
積
は
三
七
八
・
七
六
坪
で
見
書
が
付
さ
れ
て
い
ず
れ
も
認
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
頃
の
う
関
係
課
長
、
教
育
委
員
、
教
育

す
。

J

定
さ
れ
ま
し
た
。
監
査
委
員
の
ち
で
「
一
団
地
千
坪
以
上
の
土
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
児

φ
我
孫
子
町
議
会
の
議
員
の
審
査
意
見
書
、
認
定
に
さ
い
し
地
」
と
あ
る
を
「
一
回
地
二
百
童
委
員
代
表
、
小
中
学
校
長
、

定
数
を
減
少
す
る
条
例
て
の
議
会
の
意
見
書
お
よ
び
各
坪
以
上
の
土
地
」
に
改
め
た
o

社
会
教
育
委
員
、
保
護
苛
、
所

(
否
決
〉
会
計
決
算
内
容
の
あ
ら
ま
し
に
令
我
孫
子
町
一
般
織
の
職
員
在
の
青
少
年
関
係
行
政
機
関
の

本
案
は
第
三
固
定
例
議
会
か
つ
い
て
は
、
紙
面
の
つ
ど
う
上
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
長
、
所
在
の
青
少
年
関
係
施
設

ら

継

続

審

査

中

で

、

中

村

一

夫

次

号

で

報

告

し

ま

す

。

一

部

改

正

(

原

案

可

決

)

の

長

お

よ

び

学

織

経

験

者

の

う

議
員
ほ
か
十
議
員
の
提
案
に
よ

φ
我
孫
子
町
議
会
の
議
決
又
国
家
公
務
員
の
十
二
月
十
五
ち
か
ら
、
町
長
が
任
命
ま
た
は

る
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
現
は
住
民
の
一
級
投
票
に
付
日
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
増
委
嘱
す
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま

在
の
三
十
名
を
二
十
二
名
に
定
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
額
に
伴
い
、
社
会
情
勢
の
要
求
す
。

数
を
減
少
し
よ
う
と
い
う
も
の
産
及
び
営
造
物
に
関
す
る
す
る
と
乙
ろ
に
よ
り
、
本
町
に
や
我
孫
子
町
公
益
質
屋
条
例

で

す

が

、

本

町

は

発

展

途

上

に

条

例

の

一

部

改

正

お

い

て

も

職

員

に

対

す

る

期

末

の

一

部

改

正

(

修

正

可

決

〉

あ

り

、

将

来

大

隔

な

人

口

増

加

(

原

案

可

決

)

手

当

を

増

額

し

よ

う

と

い

う

も

と

ん

ど

貸

付

限

度

額

を

引

※

(2) びあ報広



※
上
げ
て
遂
営
し
て
文
句
し
っ
か

え
な
い
と
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
銀
問
機
機
獲
の
窮
迫
し
た

生
滋
絞
慾
の
救
棋
倒
と
公
益
質
問
揖

の
企
業
品
開
逐
営
会
容
易
な
ら
し

む
る
た
め
に
、
限
度
額
殺
次
の

よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

h
u百
ω側
一
倒
涼
数
七

一
川
…

M

W
附
一
特
訓
郡

一ーに一

J
g
G
…数
mw
凌

γ
:
「
l
γ
)
L
の
ぞ
俊

一
一
月
仁
符
必
一
〉
、
品
川

一
口
向
。
…
淑
一
悶
M
w

一4

守で崎支

一
J

U

U

州
A
J

命
的
…
輔
削
た

す
に
一
:
一

5α
一
〈
度
れ

γ
i
γ
iト
i
|
1
4
市
内
線
事

-
一
約
…
後
…
の
鈴
銃

一
一
五
五
一
間
後
災
修

「
ー
ー
置
に
山
一
禁
物

ζ
一
@
第
}
車
問
問
…
品
脱
会
計
漆
総
議

一
定
予
算
ハ
留
怒
鳴
糊
可
決
〉

…
今
問
問
の
追
加
刑
制
鰍
悼
仲
間
間
否
六
十

一
万
二
千
人
}
銭
円
で
、
期
間
計
予
算

び
一
銭
は
…
働
問
m
関
子
一
…
…
一
お
九
十
一
一
一
万

…
一
千
二
一
白
隠
と
な
り
ま
し
た
。

一
追
加
畑
約
一
級
神
体
、
前
町
民
税
潮
柄
本
サ

〉
一
後
分
の
二
百
入
十
六
万
六
千
三

J
一
総
附
口
、
特
約
後
一
付
税
mw
入
十
笈

一
万
閉
口
、
問
問
情
聴
時
間
ヱ
事
費
災
後
金

一
の
ご
十
万
円
、
荻
念
総
蝋
酷
工
小
田
ん

綴
…
桝
明
樹
博
監
出
品
目
相
関
ふ
胤
の
十
万
四
千
滋

一
否
問
、
綴
淡
道
路
地
元
容
約
金

一
会
一
…
十
万
円
、
火
の
悶
A

時
地
設
寄

.
‘
…
附
ム
笠
一
の
六
万
双
子
間
同
お
よ
び
子

五
一
防
波
級
制
執
入
金
の
二
十
一
万
七

一
千
削
刊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
途
加
笈
法
制
繍
の
お
も
な
る
崎
明

一
途
法
、
総
会
畿
で
は
姑
附
械
物
の
特
例

行
一
子
帥
附
入
経
費
と
し
て
十
六
万
m
n

vFF
一
税
務
費
で
は
消
防
ポ
リ
ペ
フ
稼
の

刊
一
修
理
お
よ
び
貯
水
槽
又
築
資
浪

記
加
と
し
て
十
問
問
一
会
奉
'
…
料
、
ゑ

1
一
水
資
で
は
淡
路
改
由
民
経
費
と
し

年
一
て
二
}
阪
と
ふ
a
m
同
万
河
お
よ
び
布

哨
一
銭
第
一
土
地
区
泌
総
捌
嶋
一
卒
業
特

綿
一
附
則
被
後
人
減
と
し
て
八
十
笈
万
前
向

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
線
脇
陣
榔
開
会

一
変
明
、
は
伝
染
病
予
防
経
質
と
し

)
…
て
十
八
万
m
尚
子
関
お
よ
び
予
約

九

ω
一
様
種
紙
組
織
別
と
し
て
閉
山
十
一
日
一
万
六

一
千
悶
刊
と
な
っ
て
お
号
、
地
方
日
後

一
樹
興
費
で
は
翁
繍
備
品
丹
援
金
追
加
と

し
て
二
十
一
一
一
万
問
問
お
よ
び
件
防
犯

街
路
灯
ス
家
臨
調
追
加
と
し
て
一
一
一

万
出
刊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

線
級
金
で
は
筋
線
世
帯
業
終
災
会

計
え
の
品
棟
以
と
し
て
去
十
八
万

入
千
m
m
と
公
益
賞
展
的
押
制
刷
会
弘
耐

え
の
緑
出
と
し
て
一
万
開
門
と
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
、
殺
潟
市
W

蜘
桝
米
手
当

掛
端
蛸
酬
と
労
務
漢
の
集
中
木
対
策
閥
抗

と
し
て
夜
一
万
八
千
円
と
な
っ

て
お
ち
ま
す
。

φ
第
二
間
関
公
特
蹴
掛
純
時
措
柏
村
別
会

計
進
級
予
算
〈
夜
祭
可
決
〉

今
倒
的
り
逃
が
相
楓
は
}
方
向
で

闘
地
計
予
算
制
捌
は
三
干
潟
一
一
一
十
一
万

六
千
九
一
釘
期
日
と
な
ち
ま
ナ
。

泊
臨
ん
別
総
務
は
一
軸
脱
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
で
、
後
途
は
給
食
mw

耐
期
末
手
均
一
川
淡
白
細
分
で
す
。

φ
第
一
品
開
岡
田
民
総
臨
棚
機
険
特

別
会
計
途
畑
山
潔
疋
予
算

〈
鎮
祭
可
内
訳
〉

今
問
問
の
退
hm錯
簡
は
双
方
一
一
千

六
否
問
問
で
、
明
知
掛
酎
予
算
額
は
…

千
七
夜
一
一
十
一
一
万
五
夜
間
内
と
な

ち
ま
す
。

返
却
財
滋
同
体
前
例
年
剛
院
の
鵠
統
制
陥

金
で
、
後
浅
は
軸
鞘
員
入
人
前
町
制
剤

栄
子
当
返
却
分
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
若
干
の
予
算
樹
立
一
立
を
P
行
な

っ
て
い
ま
す
a

や
棺
伸
一
…
開
忠
清
掃
務
轍
湖
特
別
会

針
追
加
一
良
一
応
予
察

〔
原
案
吋
間
一
淡
〉

今
問
削
の
追
加
刑
事
品
添
は
、
品
初
年

後
段
扮
越
余
十
一
万
一
一
千
七
被
災

と
一
仙
紙
会
計
か
ち
の
絵
入
品
鳩
山
丸

十
人
万
人
宇
田
川
殺
波
放
叫
財
源
と

し
、
附
叫
債
で
双
十
日
N
Rの
後
制
問

を
行
な
っ
た
の
で
、
晴
雄
知
抑
制
観
紘

一
一
十
万
七
夜
円
と
な
話
、
累
計

予
算
額
は
九
一
俊
一
十
万
九
千
深

夜
間
H

と
な
ち
ま
し
た
。

情
蹴
知
加
蛸
酬
の
捕
旗
揚
他
殺
、
務
員
玄

人
お
よ
び
労
務
者
九
人
の
籾
米

手
当
哨
憎
い
加
と
し
て
八
万
八
千
開

決
泌
お
よ
び
宗
務
緩
め
捻
上
務

と
し
て
関
万
一
一
千
三
百
円
、
タ

ル
お
よ
び
自
動
車
mw
鯵
綴
料
と

し
て
六
万
況
卵
子
関
川
、
報
崎
間
後
笈

千
円
と
な
っ
て
い
ま
ナ
。

A
V後
孫
子
蜘
問
緩
余
祭
器
H
会
条

加
問
の
会
制
剛
被
蕊(

嫁
榔
続
可
決
〉

本
祭
神
体
、
神
脱
出
副
市
此
間
関
郊
鎌
田
純

同M
・
炉
支
鵠
制
緩
の
発
議
に
よ
る
も

の
で
ナ
。
従
設
の
条
例
同
体
、
関

仲
間
に
準
じ
た
衡
が
多
い
の
で
、

次
に
ゆ
撚
ベ
る
会
議
器
締
約
の
令
…
怒

汝
況
に
並
行
し
て
、
ゑ
療
の
整

蜘
概
念
合
せ
て
時
以
双
し
ま
し
た
。

改
豆
点
の
お
も
な
も
の
は

川
村
総
務
委
員
会
の
所
管
と
し

て
出
向
品
開
室
、
和
胤
数
委
員
会
の
所

管
と
し
て
的
機
数
委
員
会
に
糊
附
す

る
務
泌
を
加
え
た
。

ω
委
員
の
統
制
剤
泳
、
従
前
mv

条
例
で
は
綴
慾
さ
れ
て
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
を
妓
録
し
て
お
く

こ
と
が
法
的
に
滋
遂
と
潔
め
ち

れ
る
の
で
部
刺
殺
し
た
。

品
料
榊
筑
間
到
の
遺
伝
小
月
比
棋
と
あ
わ

什
い
て
、
骨
巾
校
一
議
時
践
の
一
所
属
察
後

申
僚
の
細
川
織
を
設
け
た
。

酬
明
斡
付
制
別
委
員
長
、
創
委
員
長

が
と
も
に
な
い
と
き
の
選
絞
刀

法
法
、
地
線
開
拭
刊
か
委
員
会
mw
抑制位指

刊
日
終
お
よ
び
説
明

mh宮
山
伏
め
て
、

検
討
員
長
の
叉
淡
念
行
な
わ
せ
る

と
と
に
附
明
文
化
し
た
。

泌

総
m
H
H
E
R
お
よ
び
後
説
法
、

自
己
若
し
く
は
父
散
も
径
父
品
帥

配
偶
者
、
子
、
深
若
し
く
は
出
品

務
姉
妹
の
一
身
上
に
燃
す
る
事

品
作
又
は
虫
色
鮮
澗
し
く
は
こ
れ
ら

の
血
告
の
従
事
す
る
畳
間
務
に
滅
後

利
悠
関
係
の
あ
る
ぶ
件
に
つ
い

て
は
、
そ
の
満
州
事
に
参
与
で
き

な
い
と
い
う
徐
斥
制
服
然
お
よ
び

公
総
会
に
お
け
る
総
務
手
持
艇
の

条
項
を
綾
織
気
配
円
さ
せ
た
。

M
W

総
務
mw
条
例
中
制
制
胤
附
さ
れ

た
畿
税
は
、
祭
賞
会
総
疫
の
続

的
則
条
雨
明
、
淡
路
諮
資
格
山
務
官
獄
、

懲
罰
則
斡
村
総
数
回
民
会
の
条
樹
、
現
職

授
の
援
活
特
許
絞
に
閥
附
守
る
条
項

掛
前
付
世
委
燥
の
納
部
俊
に
間
制
す
る
条

項
簿
で
、
と
れ
ら
は
尚
治
淡
の

波
浪
に
重
複
又
は
鴻
時
比
し
て
い

る
も
の
で
す
。

・φ
我
孫
子
酎
叫
裁
会
会
鱗
規
制
問

の
会
録
後
記
〈
京
家
可
決
〉

十
全
然
も
後
辺
五
回
線
綿
織
田
尚
ほ

か
渓
議
員
の
特
錦
繍
慨
に
よ
る
も
の

ぜ
す
。

語、で
あ
る
か
否
か
に
よ
mv

て
議
決

効
力
や
議
会
明
問
機
に
及
ぼ
す
務

警
は
綴
ぬ
で
ふ
人
き
い
も
の
が
あ

ち
ま
す
。
開
哨
和
一
一
}
十
一
等
ム
ハ
月

の
ふ
人
命
な
自
泌
総
の
改
正
以
来

人
世
間
関
市
潟
村
地
縮
祭
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
従
来
の
不
綴
な
幾
副
問

を
続
結
成
し
、
と
れ
に
か
わ
る
樹
肺

機
的
問
な
会
議
縞
腕
制
射
を
立
案
検
獄

中
で
し
た
が
、
そ
の
挙
制
州
の
決

定
政
み
た
の
柄
、
、

ζ
ζ

に
全
部

数
日
此
を
行
な
0

・
允
わ
け
で
す
。

時
以
友
出
航
仇
官
災
前
と
ル
ル
ベ
て
み

る
と
、
問
料
新
ら
し
く
放
浪
さ
れ

た
点
は
件
付
に
な
い
が
、
議
案
滋

営
の
根
本
設
な
し
、
し
ば
し
ば

法
約
に
も
間
関
脳
出
の
起
り
や
す
い

ぷ
役
制
明
裕
化
、
あ
る
い
は
務
た

に
銭
安
し
、
さ
ら
に
自
治
法
と

蓄
電
し
て
い
た
点
安
制
削
除
し
て

各
条
燃
の
慾
鏡
統
合
が
同
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

a
噌
布
紘
一
…

γ箆
拙
描
先
制
別
融
琳
紳
強
融
問

に
糊
慨
す
る
積
百
糊
〈
不
採
奴
〉

傘
布
佐
ニ
セ
セ
…
誉
総
泊
先
品
物

仲
抱
駅
滋
告
側
関
皆
同
ヱ
世
帯
付
務
実

的
掘
に
関
す
る
縁
側
糊
〈
採
択
)

令
布
袋
出
田
小
幅
桶
雌
桝
制
時
幾
道
整
備
に

関
ナ
る
綴
鱒
問
ハ
採
択
〉

令
内
悶
山
山
商
務
抽
唱
区
下
水
滋
設
鐙

に
開
関
す
る
繍
綿
臨
機
〈
継
続
奪
取
紘
〉

φ
胃
袋
診
療
所
設
建
世
帯
に
燃
す

る
鰯
哨
関
職
ハ
榊
概
付
制
緩
査
)

。重苦の入口事

〈員長級35年11}j30蕊渓復)

努 13，521人
女 14，014入
計 27，535人

世宇野ま支 払667

削
都
市
計
一
閃
縁
部
耕
輔
棋
に
と
も
な
う
人
事
薬
師
酬
に
つ
い
て
は
、
行
欽
諸
施
策
の
滋
渓
と
耐
町
民
え
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
白
的
と
し
た
州

附
大
相
胴
な
人
世
帯
葵
動
を
行
な
う
ζ
と
に
な
ち
も
臨
時
年
十
一
…
月
一
一
十
七
n
H
叫
刊
な
も
っ
て
五
十
二
名
に
お
よ
ぶ
入
等
兵
時
却
を
発
令
し
ま
州

附
し
た
。
今
僚
の
災
臨
慨
に
さ
い
し
総
務
総
に
用
m
皮
係
が
叫
刺
殺
さ
れ
、
紺
執
務
畿
で
は
税
務
係
一
本
で
事
務
を
行
な
っ
て
い
た
の
を
、
側

州
鯵
一
日
徐
〈
珊
帰
後
官
常
務
と
輯
貯
組
閣
官
中
靴
明
〉
と
第
一
一
削
除
〈
徴
収
事
務
〉
に
分
け
、
ま
ム
ロ
州
問
強
制
沼
会
絞
殺
が
係
の
下
に
前
常
務
分
世
帯
に
よ
っ
酬

醐
て
み
土
俵
な
お
い
て
い
た
の
役
、
今
悶
か
ら
主
任
も
符
長
の
任
命
に
よ
る
ζ

と

と

し

ま

し

た

。

剛

一
向
な
お
、
こ
の
人
家
築
制
酬
に
よ
れ
ッ
、
各
議
室
の
織
成
人
菌
剤
は
次
の
と
お
り
と
な
ち
ま
し
た
。
酬

門
総
務
総
ハ
柑
間
各
〉
】

務

総

中

野

淡

総

務

開

搬

欄

蝋

後

結

締

淡

欄

静

糊
鰍
鰯
縄
鈴
中
小
鵠
明
三
市
制
絹
慾
鱒

消
防
生
後
ゆ
渦
州
同
支
払
糾
抑
制

文
常
寝
中
点
付
限
持
品
芥
制
例
代
内
向
約
書

〉
}
柏
山
V

総
務
中
市
在
小
総
務

五
ド
広
相
概
主
校
同
げ
紺
勝
材
輸
士
弥
室

t
t

統
計
ゑ
絞
務
総
災
務
室
務
害

{

擦

問

庶

務

会

後

エ

篠

宮

ZV
欄附

，

中

災

仲

材

需

一

「

一

会

昌

子

、

川

駄

判

谷

和

子

議

象

務

V

XHN
，

ヵ

染

谷

鴻

仲

悦

ー
‘
山
制
約
後
一
件
判
由
時
一
様
次
久
義
表
翠

わ

ν
L
L

務
開
明
田
刀

{

働

中

野

て

る

子

拾
之
内
u

哨
鰐
藤
骨
髄
…
一
義
務
き

ぬ
n
n
4
F

回
同
期
れ
光

間
関
蜘
斡
み
つ

漏
出
ス
門
税
務
縁
〈
柑
間
各
)
M

一

J

a

務

長

河

合

級

一

一

滋
品
開
ノ
吋
鱒
哨
醐
雌
森
附
間
引
忠
夫
口
惜
慨
鰐

昔
話

1

第
二
係
長
鈴
木
喜
一

f
、
.
課
税
ぷ
絞
乎
久
間
律
家
一
一
議
薬
害

減
M

V

{

品
開
判
例
中
姦
山
崎
制
作
品
加

♂
令
制
酔
師
側
主
張
緩
務
喜
一

4
T
T

竹
内
議
表
語
草
間

V

4

1

4
・一
a

渡

辺

労

チ

+
器
開
闘
機
開
明
在
会
懇

緩
本
海
一
一
一

ふ
ム
援
申
胸
部
内

大
出
向
氷
策
中
火
〈
今
一
国
事

物
特
命
後

出
酷
開
制
友
二

鈴
木
関
川
叫
議
薬
き

(4) ζ 
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ま
爵
常
在
委
員
長
の
改
選
も

町
一
副
私
た
ち
の
符
の
議
会
に
は
、
総
務
、
文
教
一
浮
袋
、
建
設
、
農
業
の
閥
つ
の
常
任
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
お
ち
ま
す
。
一
日

間
一
そ
し
て
と
の
常
任
委
員
会
の
委
員
一
の
径
綴
は
、
議
員
の
筏
綴
中
と
な
っ
て
い
ま
す
が
よ
容
托
持
参
院
民
会
条
約
の
後
ぷ
に
よ
っ
て
一
明

日
一
「
議
長
は
常
任
委
員
の
申
山
山
が
あ
る
と
き
は
、
議
会
に
は
か
つ
て
当
該
委
員
の
擦
問
調
会
の
添
潟
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
J
高

山
一
と
改
め
ら
れ
た
の
で
、
議
会
で
は
、
議
会
品
情
勢
mw
相
競
馬
円
安
伊
出
血
り
る
と
い
う
飽
授
か
ら
鎗
佐
世
宵
闘
員
の
統
廃
変
更
を
行
な
う
と
と
に
一
明

日
一
な
号
、
昭
和
三
十
五
年
第
周
囲
出
比
例
制
時
議
会
品
取
締
斡
裂
の
十
二
月
二
十
一
一
符
花
、
常
病
気
の
期
間
障
胸
痛
棋
帯
広
と
と
れ
に
と
も
な
う
添
加
削
減
刑
石

町

一

員

長

の

改

選

を

行

な

っ

た

総

菜

、

次

の

よ

う

に

淡

ま

ち

ま

し

た

。

一

向

【

総

務

常

任

委

員

会

】

門

文

教

緩

急

紫

綬

婆

員

会

，

内

縁

総

輸

霊

祭

気

議

委

員

交

今

井

正

一

一

一

一

議

員

長

大

地

縮

務

次

総

暗

殺

災

炎

淡

路

中

出

発

滋

委

負

長

絞

久

闘

中

録

制

側

役

頼

関

問

機

械

椴

平

総

五

兆

廿

栄

次

郎

知

常

災

後

闘

斜

液

晶

汁

漆

一

一

一

波

混

同

期

一

機

太

郎

ハ

H

山

山

峨

鱒

蹴

脱

次

小

抽

出

文

絵

H

H

格

納

骨

小

竹

品

購

鈴

木

一

高

治

uw

山

間

関

縁

談

渡

辺

煩

u
H

品

化

路

締

絞

市

大

野

本

万

次

郎

とび

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

秋
隠
豪
鶏
さ
ん
渡
辺
品
ゑ
さ
ん

法
務
大
箆
の
委
嘱
に
よ
っ
て
終
刊
す
る
と
と
。

我
孫
子
符
の
入
品
構
柚
陣
柑
時
議
総
に
制
問
そ
の
品
開
人
掛
械
の
繁
雄
織
に
つ

は
、
秋
田
制
緩
妹
師
事
ん
〈
術
伎
に
と
め
る
こ
と
。

一
一
人
出
本
務
総
〉
、
神
仇
出
制
緩
官
ん

〈ふ品料税郁子一一
T
一
一
二
七
務
総
〉

が
ぬ
仇
渓
ち
ま
し
た
α

人
殺
後
緋
撤
愛
附
斜
と
は
、
ど
の

よ
う
な
ζ
と
役
す
る
の
か
と
い

い
ま
す
と
、

uυ

銭
・
邸
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叫
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の
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仇
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付
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岩
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滋
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縦
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の
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仲
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。
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す
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♂
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縄
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滞
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い
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応
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叩
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又
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ま
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